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第1節 農学の特質  
（1）価値追求の学としての農学  








は調査によって検証した上，模範となる実践可能な範型を確立することを課題とする。   
農学は工学，医学，薬学などとともに，実際科学の領域に属する。社会科学系の経営  
学，経済政策学，教育学など，そして農学の中の社会科学分野もそのうちに基礎科学と  
一1－   
生物資源経済研究   
しての人間科学を内包しらっ，最終的には実際科学の領域に属しているということがで  
きる。先に紹介したように，農学について，横井時敬は混成科学，新渡戸は中間的原理  






















チモウスキーは考える。（2）   








ころに，ウェーバーのユニー クさがある。いわば林学を真・善・美の追求において語っ  
ている。そしてこの自然科学，規範（意志）科学，結果的にそれは，ゴールランドの言  
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法prospectiveteleologischeMethodeに立脚しているとする。（6）   
これはほとんど，前稿で実際科学の方法論として提示してきた，三木の「構想力」の  
論理にほかならない。ウェーバーの林学論を通して，すでに農学の方法はかなり的確に  
提示されていたといってもよい。（7）   
いずれにしても，農学は実践のための目的的な学であり，実践のそばにあってその行  
動の範型を提示する実際科学であると考える。そしてそれは；基礎科学としての自然科  













表1 日本経済の展開と農業・農村の価値目標の多元化・重層化  
時期区分   昭和20年代   30年代   40年代   50氏   60年代   
復興期   高度成長前期   高度成長後期   低成長期   成熟化・情報化  
主要な動向  工業拡大  公害問題多発   都市・地域間題多発  





生態環境的役割   生態環境的役割  
化と多元化  
生活水準上の経済的  
役割   役割   役割   役割  
・重層化  生存水準上の経済的  
役割   役鱒   役割   役割   役割   
生の農学  
農学の動向  
（追求価値）   生産の農学  生命の農学   生活の農学  場の農学  
（経済価値）  環境農学  社会農学  （総合的価値）   
（生態環境価値）  （生活価値） 
注：祖田修「日本の米」1987年，岩波ブックレット，47頁に「農学の動向」の項を付加した。  























代の要請が，農学の目的として強く反映されているといえよう。   
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業を考える際に，複雑な要素を加えるに至っている。   
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「生産の農学」から「生の農学」へという，極めて本質的な転換が表明されている。こ  
こでは経済価値追求の比重は大幅に後退し，生態環境価値，生活価値追求が前面に押し  
出されていると言えよう。   
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（2）生命の学としての農学   
農学は周知のように，植物や動物すなわち生物を，人間に役立つように育成・利用しよ  
うとするところに成立する。そのような目的に直接的にかなう有用な生物を，作物（栽培  
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は自ら異なった研究方法が付加されねばならない。   
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になると互いにそわそわし，何かにつけて親密になるのが実感できたのである。   
ポルノーは人間科学の「理解」が，「人間の領域を超えて非合理的動物にまで及ぶの  
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辻の風土論は種々の批判もあるが，自然環境の違いが人間社会の形成に大きな影響を与  
えるごと，自然と人間の相互作用のうちに風土の差異を捉えたこと，その後自然と風土を  

































表2 日米の農業・稲作比較  
指  日 本  アメリカ  年度   
農家数（万戸）   383   211  1990   
農用地面積（万ha）   520  42，695  1991   
同上の対国土比率（％）   13．8   46．6  1991   
1戸当り平均規模（ha）   1．4   189  1992   
10a当り農地価格（千円）   1681   18  1992   
農地状況  傾斜・分散  平坦・集中   
農産物販売するコメ農家（万戸）  247   1．1  1992   
稲作農家平均コメ作付（ha）   0．9   81．7  1990  
作付中心品種   短粒種  中・長粒種   
減反率（％）   22   1995            5   
10a当り収量（玄米、■kg）   533   473  1990   
10a当り収量（玄米、kg）   43   2  1990   
1筆当り水田面積（ha）   0．05～0．3   4～5  1990   
機械化体系   中小型   大型   
資材価格 トラクター   日本はアメリカの1．2倍   1990   
各種肥料   1．7～2．1倍   1990   
農薬（殺虫薗剤）   2JO～2．3倍   1990   
除草剤   0．7倍   1990   
配合飼料・とうもろこし   3倍   1990   
注）農水省等の資料による。但し資材価格は、天問征編『価格の  
国際比較』1991年、農文協、による。  
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切実な実践的課題なのである。   
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い。   
以上のように農学は，種々の意味で地域性を背負った農業，農村を対象とすることか  
ら，地域の学としての性格を色濃く持つと言えよう。  
（4）総合の学としての農学   
農学の総合性は（3）までにふれた農学の性質を反映するものであり，やや叙述が重  
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所得を追い求めることはない」。（46）   
2．農外所得も含めてある程度の所得が得られれば，農家はお互いの健康を気遣いつつ，  
余暇を増やし，生活の質を高め，人生の幸福を追求する。家族には不和や葛藤がないわ  
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きつつある。   
このような意味において，農業生産は単に個別経営による諸技術の統合による経済合  
理的生産というにとどまらず，環境保全や食品の安全性，生産者と消費者の交流といっ  
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†   1  
生活世界  
（生活知・経験知の世界）  
科学知の究極的地盤と   
しての農業・農村  
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第2節 農学の方法  

















農学の領域をやや離れるが，例えば，ガンの患者の看護法の研究に当たって，次のように言える   
であろう。デイルタイの言うように，人間は肉体と精神をやつ“生統一体”であり，その肉体的   
状況は物理的化学的な研究による説明ができる。また死に直面した人間の思考や行為の意味につ   
いて理解・解釈が可能である。前者は主として自然科学的，後者は主として人間科学的考察とい   
えよう。さらに人間科学的考察について，2方向がある。1つは，ほとんどすべての患者がたど   
る一般的傾向についてである。患者は告知を受けた後，初め茫然自失して絶望の淵に落ち，やが   
て精神的に不安定化し自暴自棄になり，次にはしだいに自己を回復して精神の高みに至るという   
のである。2つは，個々の患者がたどった過去と個性を熟知することである。第1の方向は厳密   
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1）農学における自然科学的基礎研究の方法一説明と類推   
農学は，基礎科学としての自然科学の発見した自然法則を，取り込み応用するととも  
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して，人間と自然との具体的交渉局面としての農業生産をめぐる，目的的構想的研究へ  
と向かうのである。  
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広範に諸科学を総合するところの生命系の総合科学として成立展開しているのである。   
次にもう少し具体的に，農学の方法の内容と手続きを検討することにしたい。  
（2） 研究の原点としての問題の場   
農学は実際科学として，農林水産業のそばにあって，また関連産業である機械，肥料，  










ると言えよう。   
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（3）範型の構想   
研究者による問題の発見ないし設定は，その研究者の何らかの価値認識と，問題解決  
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（4）範型の論理的妥当性   
問題解決へと構想されたアイディアが，自然法則と人間・社会の目的とを真に総合・  
統一し，適切な仕組みをなし，妥当な範型の形成となり得るのかどうかが，論理的に確  









そのものではなく，次いで範型を実践的事実へとつなぐよう媒介するのである。   
推論によって引き出された論理的帰結はそれを事実とつき合わせるという検証の過程  
を経て，何らかの問題解決のために構想された範型は，最終的に評価が定まり，確定さ  
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い実際的で，現実の段階において貢献した時に，その使命を全うし得るのである。   
このことは作物研究のみならず，家畜研究，森林・林業研究，海洋・水産研究におい  
ても同様である。  
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可欠となる。   
例えば野生大型獣類と農林業の関係の例をあげよう。伽）丹沢山地に棲息するニホンジ  
カがもたらす森林被害，農業被害が大きく農林業者の生活問題にかかわっている。他方  
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